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⽛
手
紙
⽜
と
い
う
実
験
（
⚑
）

─
⼨三
島
由
紀
夫
レ
タ
ー
教
室
⽞
と
井
原
西
鶴
⽝
万
の
文
反
古
⽞、

そ
の
断
絶
と
連
続
─

南

陽

子

一
、
断
片
と
し
て
の
三
島
由
紀
夫

⽝
三
島
由
紀
夫
レ
タ
ー
教
室
⽞
は
、
全
三
十
二
章
、
全
九
十
八
通
の
手
紙
の
や
り
取
り
に
よ
り
、
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
浮
か
び
上
が
る

よ
う
構
成
さ
れ
た
中
編
書
簡
体
小
説
で
あ
るⅰ
。
一
九
五
〇
年
代
の
週
刊
雑
誌
創
刊
ブ
ー
ム
を
経
て
、週
刊
女
性
誌⽛
女
性
自
身
⽜（
光
文
社
、

一
九
六
六
年
九
月
二
十
六
日
号
～
六
七
年
五
月
十
五
日
号
）
に
一
章
ず
つ
連
載
さ
れ
た
本
作
は
、
人
気
作
家
・
三
島
由
紀
夫
に
よ
る
後
期

娯
楽
作
品
の
中
で
も
際
立
っ
た
異
色
作
で
あ
っ
たⅱ
。

連
載
当
時
、
横
尾
忠
則
の
挿
絵
を
大
き
く
中
央
に
配
し
た
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
の
各
回
は
、
あ
た
か
も
自
身
も
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
の
一
つ
の
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よ
う
に
世
俗
的
な
誌
面
に
ぴ
た
り
と
調
和
し
、
臨
機
応
変
に
時
事
ネ
タ
を
摂
取
し
て
、⽛
週
刊
誌
連
載
⽜
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
存
分

に
活
か
し
つ
つ
連
載
さ
れ
て
い
たⅲ
。
一
九
六
七
年
一
月
新
春
特
別
号
の
誌
面
上
、
五
人
の
作
中
人
物
は
折
よ
く
年
賀
状
を
や
り
取
り
し
、

唐
突
に
⽛
謎
⽜
の
手
紙
が
混
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
小
さ
な
推
理
小
説
の
渦
が
五
人
を
佳
境
に
運
ん
で
行
く
。
伏
線
が
錯
綜
し
、
ス
ト
ー
リ
ー

ら
し
き
も
の
は
脱
線
を
重
ね
、
同
じ
趣
向
の
手
紙
は
二
回
と
繰
り
返
さ
れ
な
い
。
三
島
由
紀
夫
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
く
背

反
し
て
、
最
終
的
に
ラ
ブ
・
コ
メ
デ
ィ
ー
と
し
て
収
束
す
る
本
作
品
は
、
明
る
い
ユ
ー
モ
ア
小
説
で
あ
り
、
同
時
に
実
験
小
説
の
側
面
を

色
濃
く
帯
び
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
島
由
紀
夫
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
メ
ー
ジ
、
す
な
わ
ち
⽛
純
文
学
⽜
と
呼
ば
れ
る
代
表
作
と
病
的
に
活
動
的
な
作
者
自
身
は
、
世
間
の

関
心
を
長
く
惹
き
続
け
、
没
後
五
十
年
を
過
ぎ
た
現
在
で
も
作
者
に
関
す
る
言
説
は
巷
間
に
無
数
に
溢
れ
て
い
る
。⽛
盾
の
会
⽜
結
成
前
後

に
執
筆
さ
れ
た
三
島
の
娯
楽
小
説
が
、
作
者
の
実
生
活
へ
の
憶
測
に
押
さ
れ
、
作
品
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
こ
と
は
止

む
を
得
な
い
の
だ
ろ
う
。
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
て
い
た
長
編
連
載
小
説
⽝
豊
饒
の
海
⽞
と
こ
れ
ら
娯
楽
作
品
の
共
通
項
は
、
過
剰
な
が
ら

簡
潔
と
い
う
、
文
章
の
端
正
さ
の
み
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
緻
密
な
描
写
は
鳴
り
を
潜
め
、
人
物
は
ろ
く
に
内
省
せ
ず
、

口
語
体
を
基
調
と
し
た
軽
佻
浮
薄
な
文
体
と
言
動
が
我
勝
ち
に
走
り
抜
け
る
。
そ
の
不
真
面
目
と
悪
ふ
ざ
け
は
、
売
文
の
た
め
の
割
り
切

り
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
計
算
さ
れ
た
職
業
作
家
の
態
度
で
あ
っ
た
の
か
。

本
作
品
に
関
す
る
数
少
な
い
言
説
の
う
ち
、
ち
く
ま
文
庫
版
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
解
説
で
群
よ
う
こ
は
本
作
を
⽛
い
ち
ば
ん
最
初
に
、
手

紙
の
や
り
と
り
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
の
作
品
を
読
ん
だ
と
き
、
実
は
彼
の
他
の
作
品
ほ
ど
の
め
り
込
め
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

形
態
の
作
品
を
読
み
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
⽜
と
評
し
て
い
る
。
群
は
長
く
三
島
の
フ
ァ
ン
で
あ
り
な
が
ら
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞

の
存
在
を
知
ら
ず
、
一
九
七
四
年
刊
行
の
三
島
由
紀
夫
全
集
に
よ
っ
て
本
作
を
読
ん
だ
と
述
懐
し
て
い
る
。
部
分
的
に
書
簡
が
利
用
さ
れ

⽛
手
紙
⽜
と
い
う
実
験
（
⚑
）
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た
作
品
を
含
む
と
、
書
簡
体
を
採
る
小
説
は
時
代
に
関
係
な
く
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。⽛
手
紙
の
や
り
と
り
だ
け
で
構
成
さ
れ

て
い
る
⽜
作
品
な
ら
ば
、
三
島
は
早
く
一
九
五
一
年
に
⽝
愛
の
往
復
書
簡
⽞
で
阿
部
艶
子
と
共
作
の
書
簡
体
小
説
を
手
掛
け
て
い
るⅳ
。
群

よ
う
こ
が
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
以
前
に
書
簡
体
の
小
説
を
読
ん
だ
こ
と
が
無
か
っ
た
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
。⽛
こ
の
よ
う
な
形
態
の
作
品
を
読

み
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
⽜
と
は
、
単
な
る
手
紙
の
形
式
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
恐
ら
く
な
い
。⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
の
羅
列
さ
れ
た
書
簡
の
連

続
は
明
ら
か
に
異
例
の
内
容
と
方
法
を
採
り
、
各
章
の
奇
抜
な
設
定
は
と
き
に
奇
抜
が
過
ぎ
て
読
者
を
当
惑
さ
せ
る
。⽝
三
島
由
紀
夫
事

典
⽞（
明
治
書
院
、
一
九
七
六
年
）
は
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
項
目
説
明
で
人
物
の
述
懐
を
⽛
部
分
的
に
は
三
島
ら
し
い
機
知
が
感
じ
ら
れ
る
が
、

全
体
的
に
は
平
凡
な
手
紙
集
。⽜
と
断
じ
る
が
、
そ
の
言
葉
に
は
⽛
純
文
学
⽜
の
称
揚
と
、
娯
楽
作
品
へ
の
蔑
視
、
な
い
し
軽
視
が
含
ま
れ

て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

も
し
か
す
る
と
そ
れ
ら
は
、
週
刊
誌
連
載
時
な
ら
ば
一
回
限
り
の
読
み
捨
て
で
あ
っ
て
も
成
立
し
得
た
ナ
ン
セ
ン
ス
の
断
片
が
、
単
行

本
化
さ
れ
た
紙
上
で
連
続
的
に
読
ま
れ
る
と
、
散
漫
な
⽛
失
敗
作
⽜
に
一
変
す
る
と
い
う
発
見
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
段
落
に
つ

き
主
に
長
め
の
二
文
で
構
成
さ
れ
、
ス
タ
ッ
カ
ー
ト
の
よ
う
に
短
文
を
織
り
交
ぜ
た
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
の
本
文
は
、
書
籍
で
組
ま
れ
る
通

常
の
小
説
の
行
長
で
読
む
よ
り
も
、
一
行
十
七
字
四
段
組
み
の
雑
誌
特
有
の
構
成
に
よ
く
馴
染
ん
で
い
る
。
頻
繁
に
折
り
返
さ
れ
る
視
線

の
動
き
が
本
文
に
リ
ズ
ム
と
ス
ピ
ー
ド
を
も
た
ら
し
て
、
読
み
や
す
さ
、
も
し
く
は
⽛
読
み
飛
ば
し
や
す
さ
⽜
が
生
ま
れ
る
。
雑
誌
媒
体

に
と
っ
て
⽛
読
み
飛
ば
し
や
す
さ
⽜
と
は
、
疑
う
べ
く
も
な
い
正
義
だ
。

詩
人
と
し
て
の
三
島
由
紀
夫
と
、
古
今
の
作
品
を
論
じ
た
数
々
の
文
芸
論
、
作
品
ご
と
に
変
化
す
る
文
体
を
思
い
出
せ
ば
、
こ
の
リ
ズ

ム
と
ス
ピ
ー
ド
は
偶
然
で
は
な
く
、
故
意
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
て
く
る
だ
ろ
う
。⽛
暗
い
汲
取
便
所
⽜
と
も
⽛
桃
色
の
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
⽜

と
も
形
容
さ
れ
た
両
極
的
な
横
尾
忠
則
の
挿
絵
とⅴ

、
挿
絵
に
比
肩
し
て
際
物
め
い
た
本
文
と
が
、
覗
き
見
趣
味
の
記
事
群
と
同
じ
段
組
み

─ 2 ─
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レ
イ
ア
ウ
ト
に
よ
っ
て
配
さ
れ
る
。
挿
絵
、
本
文
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
三
点
が
揃
う
こ
と
で
、
見
開
き
一
ペ
ー
ジ
と
い
う
一
つ
の
完
結
し
た

世
界
が
、
毎
週
の
読
者
に
供
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
週
刊
誌
連
載
時
の
創
意
と
臨
場
感
を
享
受
で
き
な
い
後
の
読
者
た
ち
は
、
四
方
に
散
ら
か
っ
た
書
簡
の
断
片
を
、
細
い
糸
で

よ
う
や
く
一
列
に
繋
ぎ
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
誌
面
連
載
時
に
各
手
紙
に
添
え
ら
れ
て
い
た
五
人
の
横
顔
付
き
見
出
し
部

分
は
、
単
行
本
へ
の
収
載
時
、
中
央
の
挿
絵
と
共
に
全
て
削
除
さ
れ
、
わ
ず
か
に
見
出
し
部
分
の
フ
ォ
ン
ト
の
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
書

籍
の
中
で
は
文
字
テ
キ
ス
ト
だ
け
が
延
々
と
単
調
に
羅
列
さ
れ
る
。
加
え
て
、
三
島
由
紀
夫
全
集
の
一
行
四
十
三
字
、
ち
く
ま
文
庫
の
一

行
三
十
八
字
と
い
う
通
例
の
書
籍
の
行
長
は
、
仮
名
の
多
い
口
語
調
の
手
紙
文
を
間
延
び
さ
せ
、
冗
長
に
感
じ
さ
せ
る
の
に
充
分
な
要
素

で
あ
る
。⽝
三
島
由
紀
夫
全
集
⽞
校
訂
に
よ
る
と
、
単
行
本
化
さ
れ
る
際
、
初
出
の
改
行
箇
所
に
は
複
数
の
追
い
込
み
の
指
示
が
入
っ
て
お

り
、単
行
本
で
は
行
長
を
長
く
と
る
調
整
が
重
ね
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
るⅵ
。
一
律
化
さ
れ
た
紙
面
に
落
と
さ
れ
た
こ
と
で
、

悪
趣
味
と
い
う
名
の
芸
術
は
色
褪
せ
、
悪
ふ
ざ
け
は
空
回
り
、
毒
が
抜
か
れ
た
形
骸
だ
け
が
残
る
。
も
は
や
両
者
は
同
じ
テ
キ
ス
ト
で
は

な
い
。

誌
面
連
載
と
単
行
本
の
差
異
は
、
物
理
的
な
視
覚
上
の
⽛
読
む
要
素
⽜
に
限
ら
な
い
。
九
十
八
通
に
及
ぶ
膨
大
な
量
の
書
簡
の
連
続
に
、

一
読
し
て
一
貫
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
見
出
す
の
は
誰
で
あ
れ
難
し
い
作
業
で
あ
ろ
う
。
伏
線
の
回
収
を
確
認
し
、
作
中
人
物
の
心
理
の
機

微
に
気
付
き
、
突
飛
な
書
簡
の
重
要
な
位
置
づ
け
に
納
得
す
る
に
は
、
数
回
に
渡
る
全
編
の
通
読
が
必
要
で
あ
る
。
娯
楽
作
品
で
あ
り
な

が
ら
読
者
の
集
中
力
を
考
慮
に
入
れ
ず
、
読
む
努
力
を
読
者
に
強
い
る
テ
キ
ス
ト
、
そ
れ
は
⽛
失
敗
作
⽜
と
呼
ば
れ
る
た
め
の
一
つ
の
条

件
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

純
文
学
の
代
名
詞
と
な
っ
た
代
表
作
と
、
忘
れ
ら
れ
た
娯
楽
作
品
。
ペ
ル
ソ
ナ
を
使
い
分
け
る
二
人
の
三
島
由
紀
夫
と
、
二
つ
の
⽝
レ

⽛
手
紙
⽜
と
い
う
実
験
（
⚑
）
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タ
ー
教
室
⽞。
連
続
で
読
む
の
か
、
そ
れ
と
も
⽛
断
片
⽜
と
し
て
読
む
の
か
。
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け
が
正
解
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
比
較

し
検
討
で
き
る
対
象
は
、
二
つ
で
な
く
複
数
に
及
ぶ
可
能
性
も
あ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
一
回
目
の
検
討
と
し
て
⽛
手
紙
⽜
と
い
う
断
片
の
、

最
初
の
一
通
を
開
封
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
る
。

二
、
手
紙
の
な
か
の
手
紙
─
客
観
化
さ
れ
る
⽛
告
白
⽜
─

⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
の
連
載
第
一
回
は
、
作
者
か
ら
読
者
へ
書
か
れ
た
手
紙
と
し
て
、
冒
頭
⽛
五
人
の
登
場
人
物
が
か
わ
る
が
わ
る
書
く
手

紙
を
お
目
に
か
け
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
、
文
例
と
も
な
り
、
お
手
本
と
も
な
る
⽜
と
い
う
前
書
き
か
ら
始
ま
る
。
手
紙
の
文
例
、
手
本
集

は
、
女
性
向
け
の
実
用
的
な
読
み
物
の
典
型
で
あ
り
、
近
世
以
来
、
女
訓
物
な
ど
の
出
版
物
が
多
く
刊
行
さ
れ
て
き
た
。
女
性
雑
誌
の
誌

面
上
に
、
手
紙
の
文
範
が
示
さ
れ
る
の
は
自
然
な
誌
面
構
成
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
第
一
回
の
⽛
そ
の
ま
ま
、
文
例
と
も

な
り
、
お
手
本
と
も
な
る
⽜
と
い
う
前
言
に
反
し
て
、
そ
の
内
容
の
数
々
は
、
誰
か
に
宛
て
て
書
く
実
用
的
な
⽛
手
紙
の
お
手
本
⽜
に
は

程
遠
い
も
の
だ
っ
た
。

⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
第
一
回
で
紹
介
さ
れ
た
主
要
登
場
人
物
、
主
な
手
紙
の
⽛
書
き
手
⽜
は
五
人
の
男
女
⽛
氷
マ
マ
子
⽜⽛
山
ト
ビ
夫
⽜⽛
空

ミ
ツ
子
⽜⽛
炎
タ
ケ
ル
⽜⽛
丸
ト
ラ
一
⽜
で
あ
る
。
五
人
の
間
を
手
紙
が
往
来
し
、
事
件
が
起
こ
り
、
五
人
の
関
係
性
の
変
化
し
て
い
く
経

緯
が
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
の
主
要
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
が
、
厳
密
に
数
え
る
と
手
紙
の
⽛
書
き
手
⽜
は
こ
の
五
人
だ
け
で
は
な
い
。

連
載
第
二
回
目
、
小
説
部
分
の
本
編
と
な
る
一
通
目
の
手
紙
で
は
、
主
要
人
物
で
は
な
い
、
挿
入
さ
れ
た
人
物
に
よ
る
⽛
失
敗
し
た
手
紙
⽜

を
、⽛
お
手
本
⽜
と
し
て
衆
目
に
さ
ら
す
こ
と
が
中
心
と
な
る
。
主
要
人
物
⽛
氷
マ
マ
子
⽜
か
ら
⽛
山
ト
ビ
夫
⽜
に
宛
て
た
一
通
目
の
や
り
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取
り
は
、⽛
愛
の
告
白
⽜
の
手
紙
を
自
分
の
手
紙
に
同
封
し
た
手
紙
、
つ
ま
り
、
自
分
宛
て
の
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
を
第
三
者
に
見
せ
て
勝
手
な

論
評
を
加
え
る
と
い
う
、
悪
趣
味
極
ま
り
な
い
設
定
を
採
る
。

⽛
古
風
な
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
⽜
と
題
さ
れ
た
第
二
回
は
、
宛
先
へ
語
り
掛
け
る
会
話
調
で
書
か
れ
た
⽛
氷
マ
マ
子
よ
り
山
ト
ビ
夫
へ
の
手
紙
⽜

中
に
、
銀
行
員
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
氷
マ
マ
子
宛
て
の
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
が
挿
入
さ
れ
、
そ
の
返
信
と
し
て
出
さ
れ
た
⽛
山
ト
ビ
夫
か
ら
氷

マ
マ
子
へ
の
返
事
⽜
の
中
に
、
山
ト
ビ
夫
の
手
に
よ
る
銀
行
員
へ
の
返
事
の
文
例
が
示
さ
れ
る
。
銀
行
員
か
ら
来
た
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
へ
の

対
処
に
窮
し
た
氷
マ
マ
子
が
、
山
ト
ビ
夫
に
返
事
の
代
筆
を
依
頼
し
た
と
い
う
設
定
を
採
る
の
で
あ
る
。

手
紙
の
中
に
手
紙
が
入
れ
子
と
さ
れ
る
書
簡
中
書
簡
と
、
代
筆
文
の
挿
入
が
全
体
の
冒
頭
と
な
る
章
に
設
定
さ
れ
、
一
章
の
う
ち
に
合

計
四
通
の
手
紙
文
が
並
ぶ
。
本
来
な
ら
背
景
と
設
定
の
説
明
か
ら
始
ま
る
で
あ
ろ
う
中
長
編
小
説
の
冒
頭
部
と
し
て
、
書
簡
中
書
簡
の
方

法
は
唐
突
で
複
雑
、
技
巧
的
な
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
方
法
は
前
半
を
中
心
に
、
中
核
と
な
る
⽛
謎
⽜
の
手
紙
、
最

終
章
の
⽛
作
者
か
ら
読
者
へ
の
手
紙
⽜
に
至
る
ま
で
、
全
三
十
二
章
中
の
十
三
章
に
お
い
て
使
わ
れ
て
お
り
、
意
識
的
に
用
い
ら
れ
て
い

た
も
の
と
分
か
る
。

丁
寧
語
を
交
え
た
会
話
調
で
喋
る
よ
う
に
書
か
れ
、
書
簡
用
語
を
ほ
ぼ
使
わ
な
い
主
要
人
物
た
ち
の
や
り
取
り
の
間
に
あ
っ
て
、
手
紙

文
の
慣
例
⽛
小
生
⽜
の
一
人
称
を
使
い
、
硬
質
な
書
き
言
葉
で
書
か
れ
た
銀
行
員
の
手
紙
は
⽛
古
風
な
⽜
と
称
さ
れ
、
他
と
明
確
に
書
き

分
け
ら
れ
た
文
体
を
採
っ
て
い
る
。
こ
の
銀
行
員
の
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
を
論
評
し
た
、
作
中
人
物
の
恋
愛
論
と
人
物
論
が
第
二
回
の
中
心
を

形
作
る
。⽛
森
羅
万
象
、
自
分
の
目
で
見
た
こ
と
が
な
い
人
⽜（
氷
マ
マ
子
よ
り
山
ト
ビ
夫
へ
の
手
紙
）、⽛
こ
う
い
う
手
紙
を
書
く
人
間
は
、

絶
対
に
美
男
子
で
は
あ
り
え
な
い
⽜（
山
ト
ビ
夫
よ
り
氷
マ
マ
子
へ
の
手
紙
）
と
、
自
分
の
思
い
の
丈
を
一
方
的
に
綴
っ
た
ラ
ブ
・
レ
タ
ー

は
、
主
要
人
物
に
よ
っ
て
容
姿
か
ら
人
間
性
ま
で
散
々
な
論
評
を
受
け
る
。
加
え
て
、
断
り
の
返
事
を
代
筆
し
た
文
例
が
最
後
に
挿
入
さ

⽛
手
紙
⽜
と
い
う
実
験
（
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れ
、
計
四
通
の
手
紙
で
こ
の
一
章
は
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

続
く
第
三
回
の
⽛
有
名
人
へ
の
フ
ァ
ン
・
レ
タ
ー
⽜
で
は
、⽛
氷
マ
マ
子
⽜⽛
山
ト
ビ
夫
⽜
と
対
と
な
る
⽛
空
ミ
ツ
子
⽜⽛
炎
タ
ケ
ル
⽜
の

間
で
、
劇
作
家
へ
の
フ
ァ
ン
・
レ
タ
ー
を
代
筆
す
る
依
頼
が
や
り
取
り
さ
れ
、
書
簡
中
に
炎
タ
ケ
ル
に
よ
る
長
文
の
代
筆
文
が
引
用
さ
れ

る
。
空
ミ
ツ
子
が
自
分
で
書
い
た
フ
ァ
ン
・
レ
タ
ー
の
引
用
を
含
め
る
と
、
一
つ
の
章
に
や
は
り
二
つ
の
書
簡
中
書
簡
が
使
わ
れ
、
か
つ

こ
れ
ら
が
フ
ァ
ン
・
レ
タ
ー
の
⽛
お
手
本
⽜
に
関
す
る
失
敗
例
と
成
功
例
と
し
て
示
さ
れ
る
。
宛
先
で
あ
る
劇
作
家
は
、
イ
ン
テ
リ
を
演

じ
た
熱
心
で
冗
長
な
フ
ァ
ン
・
レ
タ
ー
を
無
視
し
、
端
的
な
誘
惑
の
手
紙
に
応
じ
た
。
真
面
目
に
書
い
た
⽛
失
敗
例
⽜
の
文
範
は
、
ラ
ブ
・

レ
タ
ー
と
フ
ァ
ン
・
レ
タ
ー
の
ど
ち
ら
も
肝
心
の
⽛
宛
先
⽜
か
ら
は
相
手
に
さ
れ
ず
、
書
き
手
の
意
図
は
的
外
れ
に
終
わ
る
。

第
二
回
と
第
三
回
は
主
要
登
場
人
物
の
ペ
ア
を
紹
介
す
る
冒
頭
の
章
と
し
て
対
の
関
係
を
な
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
作
中
人
物
へ
の

批
評
が
な
さ
れ
、
手
紙
の
内
容
の
客
観
化
が
図
ら
れ
る
点
で
、
両
者
に
は
類
似
的
な
視
点
が
見
ら
れ
る
。⽛
書
簡
中
書
簡
⽜
と
い
う
様
式
、

書
き
手
に
よ
る
⽛
内
面
の
告
白
⽜
を
第
三
者
が
批
評
す
る
と
い
う
態
度
は
、
最
終
章
の
女
性
フ
ァ
ン
の
手
紙
ま
で
続
く
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞

の
基
本
姿
勢
で
あ
っ
た
。

書
簡
中
書
簡
は
繰
り
返
し
使
わ
れ
る
が
、
そ
の
都
度
、
設
定
と
引
用
の
さ
れ
方
は
大
き
く
変
化
す
る
。
か
つ
て
自
分
が
書
い
た
手
紙
を

自
ら
論
評
し
、⽛
第
三
者
に
見
せ
て
、
笑
い
物
に
し
て
⽜
欲
し
い
と
、
宛
先
に
も
論
評
を
求
め
る
（
第
八
回
⽛
愛
を
裏
切
っ
た
男
へ
の
脅
迫

状
⽜）。
一
心
に
喜
び
を
綴
っ
た
手
紙
は
、
一
方
に
は
感
動
的
で
、
ま
た
一
方
に
は
白
々
し
い
（
第
九
回
⽛
出
産
の
通
知
⽜）。
往
信
の
内
容

を
間
接
的
に
推
測
さ
せ
る
書
き
方
に
よ
っ
て
、
往
信
の
弁
を
難
じ
る
論
評
が
返
信
さ
れ
る
（
第
十
回
⽛
招
待
を
断
る
手
紙
⽜）。⽛
内
面
の
告

白
⽜
が
宛
先
に
ど
う
読
ま
れ
る
か
は
、
受
け
取
り
手
が
誰
か
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
で
も
変
わ
り
、
書
い
た
本
人
で
す
ら
、
過
去
の
手
紙

の
中
に
別
人
を
見
出
す
瞬
間
が
あ
る
。
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近
代
文
学
に
お
け
る
書
簡
体
小
説
の
例
と
し
て
⽝
こ
こ
ろ
⽞
後
半
部
の
⽛
先
生
の
手
紙
⽜
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
書
中
で
先
生
は
⽛
私
⽜

か
ら
の
批
判
を
恐
れ
る
一
方
、
先
生
の
告
白
の
内
容
が
、
物
語
内
部
で
誰
か
か
ら
批
判
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
先
生
を
批
判
し
て
い
る
の

は
他
な
ら
ぬ
⽛
先
生
⽜
自
身
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
⽝
こ
こ
ろ
⽞
は
近
代
小
説
の
礎
で
あ
り
得
た
の
だ
ろ
う
。

⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
の
大
部
分
を
構
成
す
る
他
者
か
ら
の
批
判
、
相
対
化
さ
れ
続
け
る
告
白
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
返
信
、
書
簡
体
小
説
と
し
て

決
し
て
一
般
的
で
も
模
範
的
で
も
⽛
な
い
⽜
こ
れ
ら
の
設
定
に
は
、
近
代
文
学
の
礎
と
は
異
な
っ
た
、
別
の
種
類
の
雛
型
の
存
在
が
想
定

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
と
の
類
似
性
が
考
え
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
本
稿
で
は
井
原
西
鶴
⽝
万
の
文
反
古
⽞
に
お

け
る
⽛
評
文
⽜
の
方
法
と
、
巻
三
に
見
る
書
簡
中
書
簡
の
方
法
を
起
点
に
、
両
者
の
連
続
性
を
検
討
し
て
み
た
い
。

三
、
井
原
西
鶴
⽝
万
の
文
反
古
⽞
─
⽛
人
心
⽜
を
映
す
手
紙
─

元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
、
井
原
西
鶴
の
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
⽝
万
の
文
反
古
⽞
は
、
一
通
一
編
の
短
編
形
式
で
十
七
人
の
書
簡
が
総

覧
さ
れ
る
書
簡
体
小
説
集
で
あ
る
。
書
簡
体
の
形
式
を
採
る
出
版
物
に
は
、和
歌
を
中
心
に
恋
文
の
や
り
取
り
を
物
語
化
し
た
読
み
物
と
、

挨
拶
文
な
ど
を
並
べ
た
実
用
文
書
で
あ
る
文
範
集
な
ど
が
す
で
に
存
在
し
た
が
、⽝
万
の
文
反
古
⽞
は
両
者
を
敢
え
て
折
衷
し
た
よ
う
な
性

格
を
帯
び
て
い
る
。
用
件
を
伝
え
る
た
め
の
事
務
的
な
実
用
文
書
の
よ
う
な
文
面
の
中
に
、
破
産
を
告
白
し
、
借
金
を
申
し
込
み
、
罪
を

懺
悔
す
る
書
き
手
た
ち
の
人
と
な
り
、
歩
ん
で
き
た
半
生
な
ど
が
窺
い
知
れ
る
よ
う
情
報
が
添
加
さ
れ
、
散
文
的
な
内
容
に
⽛
を
か
し
き

噂
、
か
な
し
き
沙
汰
、
あ
る
ひ
は
嬉
し
き
は
じ
め
⽜
な
ど
の
、⽛
人
の
心
も
見
え
わ
た
⽜（⽝
文
反
古
⽞
序
文
）
る
さ
ま
が
描
か
れ
る
。
こ
の

と
き
⽝
万
の
文
反
古
⽞
の
基
本
様
式
は
、
章
題
、
副
題
、
作
中
人
物
が
書
い
た
手
紙
の
本
文
、
後
付
け
、
最
後
に
⽛
此
文
を
考
み
る
に
⽜

⽛
手
紙
⽜
と
い
う
実
験
（
⚑
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も
し
く
は
⽛
此
文
の
子
細
を
考
見
る
に
⽜
か
ら
始
ま
る
百
字
前
後
の
⽛
評
文
⽜
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
冒
頭
の
巻
一
の
一
⽛
世
帯
の
大
事
は
正
月
仕
舞
⽜
を
挙
げ
る
と
、
書
簡
本
文
は
年
末
の
商
売
仕
舞
の
指
示
か
ら
始
ま
り
、
正

月
支
度
と
挨
拶
回
り
の
作
法
が
、
家
賃
の
払
い
方
、
も
ち
米
の
買
い
方
、
年
賀
に
配
る
年
玉
の
品
の
指
定
な
ど
が
網
羅
的
に
列
挙
さ
れ
、

膨
大
な
作
業
リ
ス
ト
の
よ
う
な
文
面
が
書
付
け
ら
れ
る
。
書
簡
の
末
部
に
至
る
と
、
掛
け
売
り
を
踏
み
倒
す
方
法
が
伝
授
さ
れ
、
夜
逃
げ

の
算
段
を
明
か
し
、
親
か
ら
継
い
だ
借
金
の
利
息
を
嘆
く
こ
と
で
、
こ
れ
が
当
家
の
破
産
を
⽛
告
白
⽜
す
る
手
紙
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
作
業
リ
ス
ト
の
内
容
が
全
て
節
約
の
指
示
で
あ
り
、そ
れ
ら
が
商
家
の
心
得
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、困
窮
す
る
経
済
状
況
を
物
語
っ

て
い
た
こ
と
が
、
最
後
ま
で
書
簡
を
読
む
こ
と
で
自
ず
と
知
れ
る
の
で
あ
る
。
後
付
け
の
⽛
極
月
十
八
日

大
和
屋
藤
五
郎
殿

同
藤
四

郎
⽜
か
ら
、
こ
の
手
紙
は
十
二
月
後
半
の
支
払
時
期
に
、
大
和
屋
の
主
人
⽛
藤
四
郎
⽜
か
ら
息
子
の
⽛
大
和
屋
藤
五
郎
⽜
に
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。
始
末
の
列
挙
、
商
売
の
具
体
的
な
指
示
が
並
ぶ
書
簡
本
文
は
、
父
か
ら
息
子
に
宛
て
た
命
令
と
し
て
商
家
訓
の

よ
う
な
体
裁
を
採
る
が
、
最
後
に
走
り
書
き
さ
れ
る
破
産
の
事
実
に
よ
っ
て
、
訓
戒
す
る
親
父
の
弁
の
⽛
か
ら
く
り
⽜
が
明
か
さ
れ
る
の

で
あ
るⅶ
。

巻
一
の
一
の
最
後
に
付
さ
れ
た
評
文
は
⽛
作
者
⽜
の
立
場
か
ら
大
和
屋
の
状
況
を
ま
と
め
つ
つ
、⽛
是
を
お
も
ふ
に
人
の
内
証
は
大
か
ら

く
り
也
⽜
と
商
人
の
生
活
が
総
括
さ
れ
る
。
作
業
リ
ス
ト
の
⽛
か
ら
く
り
⽜
と
、
借
金
の
利
息
を
返
し
な
が
ら
商
売
を
や
り
く
り
す
る
⽛
か

ら
く
り
⽜、
外
か
ら
は
順
風
満
帆
に
見
え
た
大
店
が
、
あ
る
日
突
然
、
商
売
を
た
た
む
と
い
う
⽛
か
ら
く
り
⽜、
他
人
の
台
所
事
情
は
誰
に

も
分
か
ら
な
い
。
堂
島
米
市
場
を
中
心
に
、
高
度
な
貨
幣
経
済
化
が
最
も
早
く
進
ん
で
い
た
商
業
都
市
大
坂
に
あ
っ
て
、
金
銭
の
動
き
に

翻
弄
さ
れ
る
日
常
と
は
、
彼
ら
の
生
活
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

和
歌
や
書
簡
に
親
和
性
の
高
い
⽛
恋
⽜
と
い
う
題
材
は
、
十
七
世
紀
に
流
行
し
た
俳
諧
の
影
響
を
受
け
て
⽛
世
事
⽜⽛
世
話ⅷ
⽜
の
類
聚
へ

─ 8 ─

北
大
文
学
研
究
院
紀
要

─ 9 ─



と
一
部
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
っ
た
。
一
般
町
人
の
生
活
と
経
済
活
動
が
小
さ
く
な
い
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、そ
の
心
理
と
言
動
、

観
察
と
教
訓
が
多
数
の
掌
話
と
な
り
、
編
纂
さ
れ
た
も
の
を
⽛
町
人
物
⽜
と
呼
ん
で
い
る
。⽝
万
の
文
反
古
⽞
に
先
行
し
、
類
似
本
文
を
持

つ
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
⽝
日
本
永
代
蔵
⽞
は
、
商
人
層
を
発
見
し
た
文
学
テ
キ
ス
ト
と
し
て
最
も
大
部
で
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。

⽝
万
の
文
反
古
⽞
中
の
話
も
ま
た
、
出
家
の
手
紙
二
通
、
敵
討
ち
の
手
紙
一
通
、
祖
母
が
因
果
を
語
る
手
紙
一
通
、
遊
女
の
手
紙
一
通
を
の

ぞ
く
と
、
残
り
の
十
二
章
で
主
に
商
人
・
町
人
層
が
書
き
手
に
設
定
さ
れ
、
書
簡
の
内
容
に
は
何
ら
か
の
形
で
金
銭
に
ま
つ
わ
る
話
題
が

含
ま
れ
る
。
遊
女
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
で
す
ら
、⽛
恋
⽜
を
装
っ
て
客
か
ら
の
集
銭
を
狙
う
手
紙
で
あ
り
、
経
済
活
動
へ
の
興
味
は
ほ
ぼ
一

貫
さ
れ
て
い
る
。

⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
中
の
奇
妙
な
手
紙
の
一
つ
に
、
第
五
回
⽛
借
金
の
申
し
込
み
⽜
の
手
紙
が
あ
っ
た
。
二
人
の
青
年
が
正
反
対
の
書
き
方

で
借
金
を
申
し
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
や
は
り
論
評
さ
れ
つ
つ
、
一
方
は
拒
絶
、
一
方
は
承
諾
の
返
事
を
得
る
第
五
回
は
、
性
愛
に
関
す
る

様
々
な
手
紙
が
行
き
交
う
第
一
回
か
ら
第
四
回
ま
で
の
流
れ
の
な
か
で
読
む
と
、唐
突
に
散
文
的
な
内
容
が
挿
入
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
断
絶
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
第
五
回
は
五
人
目
の
主
要
人
物
⽛
丸
ト
ラ
一
⽜
の
初
登
場
回
で
あ
り
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を
買
う

た
め
の
三
万
円
の
無
心
が
後
半
へ
の
伏
線
と
な
る
た
め
、⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
の
中
で
決
し
て
必
要
の
な
い
章
で
は
な
い
。
丸
ト
ラ
一
は
徹
底

し
て
間
抜
け
の
役
を
演
じ
、
炎
タ
ケ
ル
は
く
ど
い
ほ
ど
誠
実
に
実
直
な
手
紙
を
書
い
て
、
両
者
は
対
照
的
な
対
を
な
し
て
い
る
。⽛
世
の
中

は
、
何
で
も
当
た
っ
て
砕
け
ろ
、
と
い
い
ま
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
た
め
し
に
お
便
り
し
て
み
ま
し
た
⽜（
丸
ト
ラ
一
か
ら
氷
マ
マ
子
へ
の
手

紙
）
と
い
う
楽
観
的
す
ぎ
る
丸
ト
ラ
一
と
、
金
銭
へ
の
哲
学
を
並
べ
立
て
⽛
青
春
の
バ
カ
バ
カ
し
さ
に
対
し
て
客
観
的
な
立
場
に
立
つ
こ

と
の
で
き
る
、
知
性
ゆ
た
か
な
人
が
、
そ
れ
を
ま
る
で
、
庭
土
の
上
に
戸
惑
う
ア
リ
の
よ
う
に
な
が
め
な
が
ら
、
軽
蔑
と
気
ま
ぐ
れ
か
ら
、

一
つ
ま
み
の
砂
糖
を
投
げ
与
え
る
よ
う
に
、
お
金
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
夢
み
て
い
ま
す
⽜（
炎
タ
ケ
ル
か
ら
山
ト
ビ
夫
へ
の
手
紙
）

⽛
手
紙
⽜
と
い
う
実
験
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と
嘆
願
す
る
炎
タ
ケ
ル
は
、
不
真
面
目
と
真
面
目
と
い
う
両
極
な
が
ら
、
ど
ち
ら
も
明
ら
か
に
戯
画
的
な
存
在
で
あ
る
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
付
け
の
過
剰
さ
と
畳
み
か
け
ら
れ
る
言
葉
は
三
島
由
紀
夫
本
人
の
個
性
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
同
時
に
西
鶴
の
浮
世

草
子
に
特
長
的
な
方
法
で
も
あ
っ
た
。
金
銭
に
だ
ら
し
な
い
⽛
息
子
⽜
の
造
形
は
浮
世
草
子
の
定
番
で
あ
り
、⽝
文
反
古
⽞
内
だ
け
に
限
っ

て
も
巻
一
の
二
⽛
栄
花
の
引
込
所
⽜、
巻
四
の
三
⽛
人
の
し
ら
ぬ
祖
母
の
埋
み
金
⽜
な
ど
に
類
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
じ
⽝
文

反
古
⽞
巻
一
の
三
⽛
百
三
十
里
の
所
を
拾
匁
の
無
心
⽜
で
は
、
反
省
の
弁
を
長
々
と
並
べ
た
の
ち
に
、
書
き
手
は
郷
里
に
帰
る
た
め
の
費

用
を
、
宛
先
で
あ
る
兄
に
無
心
す
る
。
巻
一
の
一
に
お
い
て
親
父
の
節
約
の
指
示
が
徹
底
し
て
羅
列
さ
れ
た
の
と
同
様
に
、
借
金
を
請
う

た
め
の
⽛
反
省
⽜
と
⽛
言
い
訳
⽜
の
羅
列
は
、
あ
ま
り
の
過
剰
さ
と
発
言
の
矛
盾
ゆ
え
に
、
書
簡
の
書
き
手
を
戯
画
的
な
存
在
に
見
せ
る

も
の
だ
っ
た
。

こ
の
巻
一
の
三
の
末
部
に
は
、
家
業
を
疎
か
に
す
る
こ
と
へ
の
批
判
と
資
本
を
得
る
こ
と
の
難
し
さ
、⽛
他
人
の
か
た
へ
銭
一
文
の
事
に

て
も
い
ひ
難
し
⽜
と
い
う
、
金
を
借
り
よ
う
と
す
る
書
き
手
の
厚
顔
さ
を
難
じ
た
評
文
が
添
え
ら
れ
る
。
評
文
は
書
簡
内
の
状
況
に
補
足

の
説
明
を
加
え
る
と
と
も
に
、
書
き
手
が
⽛
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
⽜
や
⽛
誤
魔
化
し
た
こ
と
⽜、⽛
気
付
い
て
い
な
い
矛
盾
⽜
を
他
人
の
目

か
ら
は
っ
き
り
と
言
葉
に
し
て
指
摘
す
る
。
丸
ト
ラ
一
の
道
化
ぶ
り
を
⽛
現
代
青
年
最
低
心
理
の
研
究
⽜（
氷
マ
マ
子
か
ら
丸
ト
ラ
一
へ
の

手
紙
）
と
笑
い
、
炎
タ
ケ
ル
に
⽛
し
か
し
こ
の
先
、
同
じ
手
で
き
て
も
ダ
メ
で
す
よ
⽜（
山
ト
ビ
夫
か
ら
炎
タ
ケ
ル
へ
の
手
紙
）
と
釘
を
刺

す
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
第
五
回
の
返
信
は
、
西
鶴
が
世
帯
人
情
を
映
し
な
が
ら
説
い
た
訓
戒
の
数
々
と
、
遠
く
離
れ
て
相
似
形
を
な
し
て
は

い
な
か
っ
た
か
。

⽝
文
反
古
⽞
は
さ
ら
に
、
巻
三
の
一
⽛
京
都
の
は
な
嫌
ひ
⽜
に
お
い
て
様
式
と
し
て
書
簡
中
書
簡
の
方
法
を
用
い
て
い
る
。
自
分
が
書
い

た
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
を
手
紙
の
中
に
引
用
し
て
み
せ
る
点
で
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
第
八
回
⽛
愛
を
裏
切
っ
た
男
へ
の
脅
迫
状
⽜
に
も
類
似
し
、
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内
容
面
で
は
男
性
か
ら
男
性
に
宛
て
た
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
の
引
用
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
第
七
回
⽛
同
性
へ
の
愛
の
告
白
⽜
に
最
も
近
似
す

る
話
で
あ
る
。
巻
三
の
一
は
、
西
国
に
逗
留
中
の
僧
が
通
り
す
が
り
に
見
初
め
た
美
童
へ
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
を
送
っ
た
経
緯
を
友
人
に
報
告

す
る
書
簡
と
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
書
簡
中
書
簡
と
な
る
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
部
分
で
は
、
修
辞
的
な
美
辞
麗
句
の
あ
り
た
け
が
全
て
並
べ
ら

れ
、
少
年
へ
の
賛
美
が
過
剰
に
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
部
分
は
狂
詩
か
ら
引
き
写
さ
れ
た
引
用
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お

り
、
そ
こ
に
戯
画
性
が
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。

⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
第
七
回
⽛
同
性
へ
の
愛
の
告
白
⽜
中
の
、
炎
タ
ケ
ル
が
通
り
す
が
り
に
男
優
か
ら
渡
さ
れ
た
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
は
、
タ
ケ

ル
へ
の
男
性
的
な
⽛
肉
体
へ
の
賛
美
⽜（
第
一
回
⽛
古
風
な
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
⽜）
を
書
き
並
べ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
書
簡
中
書
簡
は
、
タ

ケ
ル
に
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
を
発
見
さ
せ
、
三
島
由
紀
夫
と
い
う
作
者
自
身
へ
の
パ
ロ
デ
ィ
と
す
ら
読
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
入
れ
子
と

し
て
、⽛
他
人
の
問
題
を
客
観
的
に
見
て
く
だ
さ
る
方
⽜
だ
か
ら
、⽛
僕
の
赤
裸
々
な
心
境
も
お
話
し
し
た
い
⽜（
炎
タ
ケ
ル
か
ら
氷
マ
マ
子

へ
の
手
紙
）
と
申
し
添
え
て
送
ら
れ
た
奇
妙
な
手
紙
は
、
主
観
と
客
観
の
あ
い
だ
を
自
由
に
行
き
来
し
て
、⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
に
一
つ
の
ア

ク
セ
ン
ト
を
刻
ん
で
い
た
。

⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
と
⽝
文
反
古
⽞
の
接
点
は
、
直
接
的
な
引
用
関
係
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
悪
ふ
ざ
け
と
サ
ー
ビ
ス

精
神
、
過
剰
で
あ
り
な
が
ら
繊
細
、
軽
薄
で
あ
り
つ
つ
深
淵
と
い
う
態
度
が
、
ど
ち
ら
に
も
こ
れ
ほ
ど
溢
れ
て
い
る
の
を
目
の
前
に
す
る

と
、
三
島
由
紀
夫
と
西
鶴
の
間
に
断
絶
さ
れ
つ
つ
連
続
し
て
い
る
も
の
を
見
出
す
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
の
あ
る
試
み
で
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

⽛
手
紙
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四
、
三
島
由
紀
夫
と
い
う
物
語

三
島
由
紀
夫
と
い
う
、
か
つ
て
こ
の
上
な
く
現
代
的
な
存
在
だ
っ
た
作
家
が
、
広
く
深
く
古
典
を
愛
し
た
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
。
王
朝
物
語
に
小
説
の
構
想
を
採
り
、
古
典
観
劇
は
習
慣
で
あ
り
日
常
、
少
年
時
代
か
ら
自
ら
能
と
歌
舞
伎
を
創
作
し

て
自
ら
が
演
じ
る
。
大
正
末
年
生
ま
れ
の
男
性
作
家
と
し
て
、
曲
亭
馬
琴
を
筆
頭
と
す
る
近
世
後
期
の
文
芸
全
般
は
、
途
切
れ
ず
連
続
的

に
享
受
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
一
九
五
九
年
の
⽝
不
道
徳
教
育
講
座
⽞
前
書
き
は
も
ち
ろ
ん
、
三
島
由
紀
夫
は
井
原
西
鶴

に
つ
い
て
も
た
び
た
び
断
片
的
な
発
言
を
残
し
て
い
るⅸ
。
し
か
し
⽝
日
本
文
学
小
史
⽞
が
⽛
西
鶴
⽜
を
目
録
に
立
て
た
ま
ま
中
断
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
た
め
、
ま
と
ま
っ
た
言
及
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

主
に
自
然
主
義
的
な
理
解
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
た
当
時
の
井
原
西
鶴
の
受
容
の
方
法
と
し
て
、
本
稿
の
指
摘
す
る
⽝
万
の
文
反
古
⽞

と
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
の
接
点
は
、
日
陰
に
隠
れ
て
い
た
部
分
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
後
期
娯
楽
作
品
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
の
大
衆
性
は
、
純

文
学
称
揚
の
文
学
界
に
あ
っ
て
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
井
原
西
鶴
の
理
解
と
受
容
も
ま
た
、
同
じ
陰
に
隠
れ
て
一
面
だ
け
が
評
価
さ
れ
て

き
た
た
め
で
あ
る
。
三
島
由
紀
夫
本
人
も
、
そ
の
類
似
性
に
ど
こ
ま
で
意
識
的
で
あ
っ
た
か
は
窺
い
知
れ
な
い
。

ど
ち
ら
も
劣
ら
ず
多
筆
で
多
面
的
な
二
人
の
作
家
が
持
つ
、
幾
つ
も
の
接
点
を
一
度
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
と

⽝
文
反
古
⽞、
微
細
な
も
の
も
含
め
る
と
両
作
品
に
は
検
討
の
余
地
が
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
次
論
で
は
、
よ
り
具
体
的
な
両
作
品
の

方
法
と
、
そ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
様
々
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
進
め
た
い
。
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注ⅰ

初
出
原
題
⽝
三
島
レ
タ
ー
教
室

手
紙
の
輪
舞
⽞。
以
下
、
拙
稿
で
は
⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞
と
し
、
引
用
本
文
は
⽛
女
性
自
身
⽜
連
載
時
の
初
出
テ
キ
ス
ト
に

よ
っ
た
。
週
刊
女
性
雑
誌
⽛
女
性
自
身
⽜
に
連
載
後
、
一
九
六
八
年
に
新
潮
社
よ
り
⽝
三
島
由
紀
夫
レ
タ
ー
教
室
⽞
の
題
で
単
行
本
化
、
絶
版
を
経
て
⽝
三

島
由
紀
夫
全
集
⽞
十
六
集
（
新
潮
社
、
一
九
七
四
）
に
収
録
さ
れ
た
。
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
は
三
島
由
紀
夫
四
十
三
歳
、⽝
豊
饒
の
海
⽞
を
⽛
新
潮
⽜

に
連
載
す
る
傍
ら
、
楯
の
会
を
結
成
し
た
年
に
当
る
。

ⅱ

こ
こ
で
は
⽝
三
島
由
紀
夫
小
百
科
⽞⽛
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
の
三
島
由
紀
夫
⽜（
水
声
社
、
二
〇
二
一
）
の
分
類
に
な
ら
い
、
後
期
娯
楽
作
品
を

一
九
六
〇
年
代
の
⽝
肉
体
の
学
校
⽞（⽛
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
⽜
小
学
館
、
一
九
六
三
年
一
月
号
～
一
二
月
号
）、⽝
音
楽
⽞（⽛
婦
人
公
論
⽜
中
央
公
論
社
、
一
九
六

四
年
一
月
号
～
一
二
月
号
）、⽝
複
雑
な
彼
⽞（⽛
女
性
セ
ブ
ン
⽜
小
学
館
、
一
九
六
六
年
一
月
一
日
号
～
七
月
二
十
日
号
）、⽝
夜
会
服
⽞（⽛
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
⽜

小
学
館
、
一
九
六
六
年
九
月
号
～
六
七
年
八
月
号
）、⽝
命
売
り
ま
す
⽞（⽛
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
⽜
集
英
社
、
一
九
六
八
年
五
月
二
十
一
日
号
～
十
月
八
日
号
）

な
ど
の
雑
誌
連
載
作
品
を
主
に
指
す
こ
と
と
す
る
。⽝
レ
タ
ー
教
室
⽞⽝
夜
会
服
⽞⽝
命
売
り
ま
す
⽞
の
三
作
品
は
、⽝
三
島
由
紀
夫
全
集
⽞
十
六
巻
解
題
に
も

⽛
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
三
篇
⽜
と
称
さ
れ
収
録
さ
れ
る
。

ⅲ

竹
内
佳
代
⽛⽛
女
性
自
身
⽜
の
な
か
の
⽝
三
島
由
紀
夫
レ
タ
ー
教
室
⽞
─
女
性
誌
連
載
と
い
う
併
走
⽜（⽝
語
文
⽞
一
五
六
、
二
〇
一
六
年
十
二
月
）
は
、

女
性
週
刊
誌
に
連
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
時
代
の
女
性
読
者
を
意
識
し
た
恋
愛
結
婚
の
価
値
意
識
の
変
遷
に
つ
い
て
論
じ
る
。

ⅳ
⽛
婦
人
公
論
⽜
一
九
五
一
年
四
月
、
六
月
号
掲
載
。
男
性
主
人
公
の
手
紙
を
三
島
、
女
性
主
人
公
の
手
紙
を
阿
部
が
執
筆
し
、
二
人
の
手
紙
が
交
互
に
行
き

交
い
な
が
ら
時
間
軸
が
進
行
す
る
設
定
を
採
る
。

ⅴ

三
島
由
紀
夫
、
生
前
未
発
表
原
稿
⽛
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
心
霊
術
─
横
尾
忠
則
論
⽜⽝
横
尾
忠
則
そ
し
て
イ
ン
ド
篠
山
紀
信
⽞（
駸
々
堂
、
一
九
七
六
）、
引

用
は
⽝
三
島
由
紀
夫
全
集
⽞
三
十
五
巻
に
よ
る
。

ⅵ
⽝
三
島
由
紀
夫
全
集
⽞
十
六
巻
、
校
訂

ⅶ

拙
稿
⽛⽝
万
の
文
反
古
⽞
Ｂ
系
列
の
矛
盾
と
笑
い
─
⽛
書
簡
体
小
説
⽜
の
趣
向
と
効
果
に
つ
い
て
─
⽜⽝
近
世
文
藝
⽞
九
四
、
二
〇
一
一
年
七
月

ⅷ
⽝
万
の
文
反
古
⽞
初
刊
本
は
、
題
箋
に
⽛
世
話
文
章
⽜
と
副
題
を
載
せ
る
。

ⅸ
⽝
三
島
由
紀
夫
事
典
⽞（
明
治
書
院
、
一
九
七
六
年
）
は
⽛
井
原
西
鶴
⽜
の
項
目
を
立
て
、
随
筆
を
中
心
に
発
言
を
拾
う
が
、⽝
三
島
由
紀
夫
小
百
科
⽞（
水

声
社
、
二
〇
二
一
）、⽝
三
島
由
紀
夫
事
典
⽞（
勉
誠
社
、
二
〇
〇
〇
）
で
は
、
西
鶴
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。

⽛
手
紙
⽜
と
い
う
実
験
（
⚑
）
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